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前回の例会 

2022年 11月 18日(金)第 1973回 

卓 話  ｢ 初期の南宗寺について ｣ 

卓話者    那須 宗弘 会員 

今週の歌  「 それでこそロータリー 」 

「 堺北ＲＣの歌 」 

      「 夕焼け小焼け 」 

お客様の紹介・出席報告・ 

会長の時間・委員会報告・ 

幹事報告・ＳＡＡ報告 

〇皆出席表彰（１１月度） 

 池田茂雄会員（第４０回）  

 

 

 

 

 

    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

2022年 11月 25日 第 1973号 

 

  2022年 11月 25(金)第 1974回 

      ｢ テーブル会議 ｣ 

テーマ：「今後の行事について」 

今週の歌  「 我等の生業」 

「 おおさむこさむ 」 

お客様の紹介・出席報告・ 

会長の時間・委員会報告・ 

幹事報告・ＳＡＡ報告 

2022-23年度 国際ロータリーのテーマ 

       「 イマジン ロータリー」 

  国際ロータリー会長 ジェニファーE・ジョーンズ（カナダ・ウインザーローズランドRC） 

四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

事務所  〒590-0940堺市堺区車之町西2丁1番30号 ポピア南海3階302号 

Tel（072)223-2300番  Fax(072)223-5005番 

URL     : https://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

例会日 毎週金曜日 午後0時30分  

例会場 南海グリル 天兆閣別館 4階「ローズ」 Tel:(072)222-0131番（代表）  

ガバナー(第2640地区)  ： 森本芳宣 

ガバナー事務所  URL   ： http://rid2640g.com/morimoto/  

E-mail ： morimoto@rid2640g.com 

会長：塩見 守  幹事：澤井久和  広報委員長：池田茂雄  編集者：鶴 啓之 

 

第 2640地区 堺北ロータリークラブ週報 

創立 1980年 10月 8日 

 2022年 12月 2日(金)第 1975回 

卓 話 「鳥羽・志摩の海女 Ⅱ」 

卓話者    永富 久紀 会員 

本日の例会 

 

時間 

 

次回の例会 

 

時間 

 

＜11月18日(金)の出席報告＞ 
会 員 数            29名 
出席会員            18名 
欠席会員                     11名 

    ゲスト                        0名 
    ビジター                      0名 今週の歌 

「おおさむこさむ」 

 

おおさむこさむ 

山から小僧(こぞう)が 

泣いてきた 

なんといって泣いてきた 

なんといって泣いてきた 

寒いといって泣いてきた 
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 ｢ 初期の南宗寺について ｣ 

会員 那須 宗弘  

 

南宗寺の歴史を説明する前に、

今日の寺内を少し案内させて頂き

ます。 

 龍興山南宗寺は臨済宗大徳寺派

に属し、堺市の東南南旅籠町にあります。西南

は堀を以って界し、東北は人家に連なり、総門

は北方面寄りにあり、蘢興山の扁額が掲げられ

て居ます。今総門を南に向いて入りますと、

清々しい白砂と一帯の青松とが私達を静寂の境

に導いてくれます。浄域に歩を移します事数十

歩、道極まり左折すると、前面に近く山門を眺

めると甘露門とある額を仰ぎ見る事が出来、堅

く閉ざされた山門の横を抜けると左に徳泉庵、

右に寶光庵の両塔頭を見、石造りの翫月橋を渡

ると左に弁天堂を見、この辺により道が復右に

折れて南へと進むと、その左側に塔頭集雲庵跡

を見、右手の土塀に添って少し行くと、境内は

俄に広くなって鐘樓を囲む松林は、一層緑が濃

く映ります。東の方には舊浴室、海会寺、塔頭

天慶院等があり、西の方には庫裡東照宮唐門、

佛殿が樹の間に見え隠れし、南の方には土塀越

に儈堂の屋根が望まれ、北を振り返ると浴室の

外側の土塀が、庫裡と直角をなして続いていま

す。風飄々の聲を帯びるのみで、森閑さは此の

上もなく誠に禪の悟道を髣髴させられます。佛

殿に近づいて禮拝を終えて後、本坊の中へ入り

ます。庫 裡から食堂を過ぎると、南面の方丈

に出ます。方丈の庭には、自然石や灌木が巧み

に配置され、前に白砂を敷き、背景の開山堂や

東照宮本殿の建物と、小高い藪に交わる大木と

調和して、如何にも自然の雅趣に富んでいると

思います。方丈の西手には、千利休好の茶室、

實相庵があり、塔頭天慶院内にある、大黒庵の

茶室と共に、斯道の敷寄者に珍重がられていま

す。未だ今の南宗寺を語り切る事はできません

が、一度足をお運び頂き一見されるのも良いの

ではと思います。この辺りで、その歴史を一緒

に振り返ってみたいと思います。 

 先ず、創建当時の堺が歴史上活躍を始め出し

た、南北朝時代の天下も、足利三代将軍義満の

時に至って、両朝の合體が成り、世は全く足利

氏の手の内となり、諸侯が将軍を凌ぐ風があっ

たので、南北合一の功を恃んで、大内義弘は應

永六年、堺に反乱を企て、應水の乱は、實に堺

が政治に主要な役割を勤め第一線でありまし

た。以降、足利幕府は益々傾き、諸侯の勢力は

次第に増長し、應仁の乱後は細川氏が実権を掘

るに至り、将軍の廢立をも行う様になりまし

た。その後細川氏も、家の内情で相続を争う事

となり、その後も各氏の間で反目を生じたり、

殺戮を繰り返し、後に堺政所が澄元を管領に奉

じて諸事を行う事となったものの、反感を抱く

一派有り、長輝は賀茂川の一戦で殺されまし

た。これより後も、政権争いが繰り返されまし

たが、歴史を少し知った上で、次は三好長慶と

南宗寺創建について、長慶の人なりに触れなが

ら、話を続けたいと思います。 

 三好氏の人々は、代々単に弓矢に猛き、武人

たるに止まらないで、風流韻事に対しても相当

の理解を持っていたようです。 

 彼はわずか十歳で、己の大叔父により、父の

非業の死に会い、母と共に阿波に落ち延びなけ

ればならなかった悲惨な境遇に居た様ですが、

それらの多くは、彼の部下「松永久秀」によっ

て作られたもので、彼自身は開しなかった事で

あると言われています。こうした人生の暗黒面

に接しながらも、年若き長慶の感じ易い心は、

少なからぬ衝動を受けた事であろうにと察せら

れ、彼の宗教的感情が、少年時代、既に萌して

居たのは、亳も怪しむに足らないものと思いま

す。長慶の人柄、長慶の境遇、それが後に、一

寺の建立となって現れたのは、誠に自然の筋道

であると言わなければならないと思います。 

 そして、南宗寺の開山たるべき「大林和尚」

と彼が、どの様な事情によって結び付けられた

のかは、また歴史を遡り、鎌倉時代の諸仏教、

諸宗派の本旨の違いによるものがあったと思わ

れます。長慶が大林和尚に、尊崇の誠を致して

居たかは「自分は、平常敵に向かっては、何等

の恐怖も感じないが、和尚の前では、其の威光

に打たれて終う」と漏らすに至ったという事

で、良く理解でき、和尚と長慶の関係は南宗寺

建立後の後迄、続いてゆきます。 

卓  話 

 

時間 
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 南宗寺創建の事情を述べるに当たっては、そ

の前身である「南宗庵」の事を顧みてみたいと

思います。足利時代の中頃、堺の南舳松に一小

院があり、これを「春浦和尚」の弟子で、大徳

寺の住職になった「古岳和尚」が手に入れ、大

永六年八月十七日に「南宗庵」としました。其

の時の古岳の偈文には「舊庵を改めて南宗庵と

したから之を曹渓として、後を嗣ぐべきであ

る。此の庵に傳はって居るものとでは、衣鉢も

なく唯庭上一株の松があるばかりである」とあ

ります。これは古岳自筆の偈文は、今、堺の祥

雲寺が所蔵していますが、単に干支のみが記し

てあるのみで、同寺所蔵の古岳自筆の宗套名取

状に照合して、この丙戌が大永六年とするの

に、多分誤のない事と信じています。南宗寺の

位置が、現在の何れの地に相当するかに就いて

は、種々説があり、或は市域に編入された舳松

村だともいわれ、或は今日の南宗寺の位置だと

も言われます。古岳和尚の偈文には、堺南荘と

あり、市内を意味して居ますが、今日の南宗寺

と同一の場所とする説は古老の俗説であって、

取るに足らないが、やはり其の位置はと聞かれ

ると根本史料としては、古岳和尚の「堺南荘舳

松」とある簡単な偈文丈であって、確答に苦し

むのですが、大體の推測は下し得るが、古岳和

尚の偈文に見える舳松も、恐らくは町名を記し

たものではなく、辺り一帯の字によったもので

あると思われ、南宗庵の位置に就いては、この

資料だけでは狭い範囲に推定を下す事は不可能

であるけれども、大凡の想像はつく譂であると

思います。 

 暫くの後、戦塵を避けて大徳寺の古岳和尚、

即ち「大聖国師」が隠栖の所として、起居して

いました。古岳和尚は、自分の門下である「大

林和尚」を甚だ愛していた様で、又、大林和尚

も古岳和尚を敬慕し、日夕南宗庵で起居を共に

し、古岳和尚が八十四歳を以って示寂しまし

た。その様な関係上、古岳和尚の入寂後、遺命

に依って、大林和尚が南宗庵をつぎ、市民の教

化に努めていた様です。 

 然る南宗庵も、年を経て、大分腐朽して来た

ので、改築して寺にしてはとの議が檀徒の間に

起こっていましたが、それも果たさずに居まし

た。その頃、先にも出ていました「三好長慶」

が年来の父の仇も報ひ顕本寺に於て、法要を行

うと共に、更に菩提寺の建立を願い、河内の飯

盛城に入るや、此の旨を大林和尚に計り、和尚

も其の志を喜び、一層の事、南宗庵を改築し

て、寺にしてはと薦めたようです。そこで、長

慶も和尚の意に従い、形式上は改築でありまし

たが、実際には一寺の建立と異ならない大きな

規模の下に、設計を立て、先ず高野比叡を始め

とし、伊豆箱根三島等の有名な諸寺を参考と

し、天文八年八月十五日から、造営に着手した

ようです。 

 其の位置についても、南宗庵同様に異説があ

り、南宗庵の地に建てたとする説、南宗庵と別

な所に建てたとする二説に分かれている様です

が、何分資料の乏しい故、確かな事は言えない

様で、その後問題がありながらも、建立は順調

に進み、新しい木の香に満ちた殿堂は、瓦を並

べて樹間に隠見し、山内に敷かれた白砂と相映

じて自ら静寂の禪境を呈し、総門に掲げられた

大林和尚筆の龍興山の扁額と共に、庶人に荘厳

崇高の念を起こさせる事となるのでした。当時

の様子等、人と背景も語り尽くす事はありませ

んが、秋の日差しを受け、南宗寺辺りの散策を

していただければ嬉しく思います。 

        南宗寺 

 

 

 

会長 塩見 守 

 

本日の会長の時間は、先日、坂

上事務局員が、災害ボランテイア

の研修に参加され、その報告を受

け、とても良いことだと思いまし

たので、紹介いたします。 

会長の時間 
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  「災害ボランテイア研修に参加して」 

 事務局 坂上 香里 

 

先般 10月 26日（水）私の地元柏原市を含む、

羽曳野市、藤井寺市、3 市合同災害ボランティア

養成研修が藤井寺市立福祉会館であり、柏原市

災害ボランティアコーディネーターの一人とし

て参加させていただきました。 

ボランティアコーディネーターとは、大規模

な発災があった場合に、避難所が設営され、そ

の後ボランティアセンターが設置された際に、

ボランティアを必要とする被災された方とボラ

ンティアをしたいと希望される方とそれぞれの

ニーズの内容を把握し、双方のニーズがお互い

に満たされるよう、需給調整（マッチング）を

行う触媒としての役割です。 

今回の研修は、他地域の実際の避難所、ボラ

ンティアセンターの事例、情報を共有、運営の

確認をした後、「アシスト瓦」の作り方を教えて

いただきました。アシスト瓦とは段ボールで作

る簡易的な瓦のことです。 

台風被害で、被災地の様子がニュースで流れ

ると、よくブルーシートで屋根の応急処置をし

ている家屋が見られます。 

本当は家屋の補強は屋根材でするべきですが、

被害地域が大きいほど、修理の順番も日数がか

かり、ブルーシートに土嚢を載せる応急処置で

は風で飛ばされてしまったり、風でシートがガ

サガサして音がうるさいなど安心できません。 

そこで、軽くて作成しやすく、コストも抑え

られ、耐久性については、1 年は持つという情報

もあり、ブルーシートがただ置いてあるだけよ

りは、材質による遮光性・耐水性があるようで

す。また、1 枚から使え、割れた瓦のみをピンポ

イントで交換できます。 

このようなメリットがあり、アシスト瓦でも

十分、応急的な役目ができるようです。身の回

りにある素材で誰にでも簡単に作成できるので、

アシスト瓦を収集している自治体や団体を通し

て、自然災害に見舞われた方々に少しだけでも

援助をすることができるそうです。 

【アシスト瓦】  

材料：ダンボール、シルバーシート（厚手）、 

機密防水テープ これだけです！    

               

 

 

 

 

マジックで被災地の方へ愛を込めて、また元

気になるメッセージやイラストを描き込むそう

で、私はピンチになると自らを鼓舞できる「雲

外蒼天」と心に余裕ができる魔法の言葉「だい

じょうぶ」を書いてみました。 

作り方などご関心ある方は、事務局へお尋ね

ください！ 

 

 

 

広報委員会 

「ロータリーの友10月号の紹介」 

広報委員 北村 勝博 

【左開き】 

P4～ RI会長メッセージ  

ジェニファー・ジョーンズ RI会長 

ロータリーの会員は自分たちの

奉仕活動を黙ってするべきだと考

えられていたのは、そう昔の事ではありませ

ん。謙虚さは美徳であり私たちは謙虚であり続

けるべきです。しかし、ロータリーのストーリ

ーを発信しないというのはもったいないこと。 

アメリカの活動家、マヤ・アンジェロウの名言 

「あなたの言葉は忘れ去られることでしょう。

あなたの行いは忘れ去られることでしょう。あ

なたが与えた感動は決して忘れ去られることが

ないのです」 

どうすれば人々にロータリーの感動を与えられ

るのか、その一番良い方法は、ロータリー・モ

メントを共有することだ、と書かれています。 

P7～ 特集ロータリー財団月間 

過去 2番目の大規模プログラム補助金 

女性の尊厳を再認識しよう 

委員会報告 
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「ナイジェリアの家族の健康に寄り添う」 

 ナイジェリアでは出産前後にきちんとしたケ

アがなされず新生児の死亡率が高い。そこでロ

ータリー財団は 200万ドルを授与。母子の死亡

率を 25％減少させることを目標にしている。 

P14～ 冠名基金ってなに？ 

 今月はロータリー財団月間。寄付にもいろい

ろな種類がありますが、あまり知られていない

冠名基金のことが書かれています。 

P18～ 2023年国際大会 メルボルン 

 開催都市メルボルンの紹介が掲載されていま

す。 

P30～ バックナンバーでたどる『友』70年 

 9月号に続く第 2回は 1970～80年代。ロータ

リーの出来事の一部を『友』紙面で振り返りま

す。 

P40～ よねやまだより 

   モンゴル・ウランバートル 

ダルハンディクト病院院長 

モンゴル米山学友会会長  

ウドワル・セデバザルさん 

2010～12年度 しもつけＲＣの米山奨学生だった

ウドワルさんの故郷や、今のご活躍が書かれて

います。当時世話クラブの皆さんから頂いた聴

診器を今でも毎日使っているそうです。 

【右開き】 

P4～ 人との出会い 人とのつながり 

 麗澤大学前学長・元ロータリー財団奨学生 

  中山 理 氏 

1981年ロータリー財団奨学生としてイギリスへ

留学された中山氏。グローバルな時代の人との

出会い、つながりについて話されています。 

ベトナムの友人から「どうして日本が第二次世

界大戦の敗戦から立ち直り、世界の経済大国に

なったのか」、ボストン大学で「どうして日本人

は東日本大震災のような甚大な災害を被ったに

もかかわらず、そんな非常時でも礼儀正しく振

舞えるのか」の質問に、筆者は日本の社会に根

付く道徳観と絆を語られています。 

P9～ この人 訪ねて 

 羽部 大仁 氏（札幌幌南ロータリークラブ） 

 浄土真宗東本願寺派本山執務長 

札幌市の慧林寺の住職から東京 浅草にある宗教

法人の執務長に就任され、70歳にして初の単身

赴任。また 70歳を期してスマホのアプリで英会

話の勉強も始められ、いつもポジティブな方の

ようです。 

 以上、11月分のご紹介です。今月も是非ご一

読ください。  

  

社会奉仕委員会 

   「＂ダメ・ゼッタイ“募金の報告」 

           社会奉仕副委員長 中田 学 

 

 今月の「ダメ ゼッタイ」募金を

行いました。今回は泉北堂さんの

焼きたて食パンです。 

金額は１０，０００円でした。 

皆様のご協力に感謝いたします。 

 

 

 

（１）配布物   

・週報 

 ・ロータリーの友１１月号 

 

（２）１２月の定例理事会のご案内  

 12月の定例理事会の開催は第 2週目の12月 9  

日（金）例会終了後に変更させていただきま 

す。理事役員の皆さま、ご予定のほどよろし 

くお願いいたします。 

 

（３）他クラブ例会変更・休会のお知らせ 

【堺ＲＣ】 

12月 22日（木）⇒夜間例会 於：アゴーラリー

ジェンシー大阪堺 

12月 29日（木）⇒休会 

【堺東ＲＣ】 

11月 29日（火）⇒休会 

12月 13日（火）⇒12月 17日（土）『クリスマス  

家族例会』於：アゴーラリージェンシー大阪堺 

12月 27日（火）⇒休会 

【堺おおいずみＲＣ】 

11月 30日（水）夜間例会 於：禅のすたいる  

12月 14日（水）⇒12月 11日（日） 

忘年例会家族親睦会 於：南海グリル 

12月 28日（水）⇒休会 

【堺泉ヶ丘ＲＣ】 

幹事報告 
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12月 13日（火）⇒12月 10日（土）『クリスマス  

家族例会』於：ホテルモントレグラスミア大阪 

12月 27日（火）⇒休会 

【高石ＲＣ】 

11月 29日（火）⇒休会 

 

  

 

（50音順） 

奥野圭作会員 今日は残念ながら休みとなり申

し訳ありません。那須さん、今

日は「初期の南宗寺」というこ

とで期待しています。週報で拝

見します。 

北村勝博会員 那須さんの卓話を初めてリアル

でお聞きします。よろしくお願

いします。 

来年 2 月のロータリー国際奉仕活

動初めて参加します。タイ楽しみ

です。現地ではじけます。 

嶽盛和三会員 那須さん、卓話楽しみにしてお 

       ります。 

鶴 啓之会員 那須様、今日の卓話、楽しみに 

       しています。 

中川 澄会員 週末、尾鷲ツーデーウォークで 2 

日にわたり、熊野古道を歩いて 

きます。日曜のコースは登山道 

なのに、予報によれば大雨のよ 

うです。 

中田 学会員 チョットいい事がありました。 

優勝です。 

永富久紀会員 欠席おわび。 

那須宗弘会員 今日の下手な卓話ご辛抱下さい。 

畑中一辰会員 泉谷サンのコンペでハンディー 

       に恵まれて第 2位でした。2位の 

喜びよりもウマ連のチョコの方 

が大変うれしかったです。 

綿谷伸一会員 先日のコンペでは、優勝、準優 

勝、ベスグロと北輪会メンバー 

強い！ 

那須会員、卓話よろしく！！  

  合計３８，０００円 

◆米山奨学会特別寄付預り 

･･･濵口正義会員・嶽盛和三会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴルフ同好会 

「 第１０５回北輪会のご案内 」 

代表世話人 北村 勝博 

 

この度「第１０５回北輪会」を

下記のように企画開催させて頂く

運びとなりました。 

ご多忙の折りと存じますが、万障

お繰り合わせの上是非ご参加賜り

たくご案内申し上げます。 

記 

 日時 2023年 1月14日（土） 

 場所 天野山カントリークラブ 

 西・東コース（堺市南区別所 1549－46） 

☎072－284－1919 

 集合  AM 8：00 

 スタート AM 8：42 （8組予定） 

 会費 おひとり様 6,000 円（賞品および会食費） 

 競技方法 

18ホールストロークプレー 

※初参加、第100回から参加 2回未満の方は W  

ペリア 

 世話人  北村 勝博・塩見 守  

 締め切り 12 月 16 日 （金）     以上 

SAA報告 

その他 

１１月度 皆出席表彰 

     池田茂雄会員（第４０回） 

例 会 風 景 


